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4車線化開通前（自転車一方通行規制前）

4車線化開通後（自転車一方通行規制後）

自転車同士の衝突等
の危険性が課題

自転車一方通行規制
（名古屋方面）

自転車一方通行規制
（東京方面）
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：自転車通行方向 ：歩道

：車道：静清ＢＰ本線（車道）

：歩行者レーン（賤機山トンネル内：一方通行規制後）

：自転車レーン（賤機山トンネル内：一方通行規制後）
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唐瀬地区

上り線（既設）

下り線（新設）

昭府地区から唐瀬
地区への最短ﾙｰﾄ

賤機山
トンネル

平成24年2月14日開通区間
唐瀬ＩＣ～羽鳥ＩＣ(延長 約4.7km)

■賤機山トンネル歩道利用者数の変化（１日あたりの交通量(平日)）

一方通行規制前調査：平成23年11月15日（火）
一方通行規制後調査：平成24年 2月16日（木）

上り線（既設）
自転車台数

1,500（台/日）

歩行者数:
30（人/日）

計：1,530
（人・台/日）

計：1,460
（人・台/日）

上り線（既設）
自転車台数

740（台/日）

下り線（新設）
自転車台数

590（台/日）
歩行者数:

130（人/日）

自転車交通量
上り線・下り線に分散

上下線自転車台数
1,330（台/日）

賤機山トンネル内およびその前後の歩道～『全国初』の自転車一方通行規制！

○静清バイパスの賤機山トンネル下り線側歩道につ

いては、平成２４年２月１４日(火) に開通しました。

○賤機山トンネル内およびその前後の歩道は、今回

の下り線側歩道の整備により歩道空間が拡大し、こ

れにより、公安委員会において『全国初』の自転車

一方通行規制を本格導入しました。

○自転車一方通行規制後の一日あたりの自転車台

数は約1,330台、歩行者数は約130人で、自転車

利用者の約６割が学生です。

自転車一方通行規制前

自転車一方通行規制後

平成23年11月 国土交通省調査結果

平成24年2月 国土交通省調査結果
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■自転車利用者の内訳

約６割が学生

約６割が学生

自転車一方通行規制前の状況

下り線

一方通行
（東京側⇒名古屋側）

交互通行可能
1.0ｍ 1.0ｍ

N

トピックス（歩道）

静清バイパス賤機山トンネル歩道の開通効果
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○自転車一方通行規制後に、賤機山トンネルの歩道を自転車で利用する高校生のみなさんにアンケート調査

を実施したところ、約７割の方から“自転車同士の衝突などの危険性が減った”との声が聞かれました。

○また、約７割の方に“走行性・安全性・快適性の向上に有効な対策”として評価をいただいています。

■賤機山トンネルを自転車で利用する高校生のみなさんに聞いた声 ～賤機山トンネル周辺高校へのアンケート結果より～

Ｑ．一方通行規制前（2/14以前）にトンネルを利用し
た時、危険な経験をしたことがありましたか？

⇒約５割が“過去に危険な経験をしたことが

ある”と回答

Ｑ．自転車同士の衝突などの危険性が減ったと感じま
すか？

N=137

⇒約７割が“自転車同士の衝突などの

危険性が減った”と回答

N=135

※無記入2票は除いて集計

全く有効な対策
だとは思わない

1%

わからない
25%

有効な対策だと
思う
48%

とても有効な
対策だと思う

18%

あまり有効な
対策だとは
思わない

8%

Ｑ．走行性・安全性・快適性の向上に有効な対策だっ
たと思いますか？

⇒約７割が“走行性・安全性・快適性の

向上に有効な対策”として評価

N=136

※無記入1票は除いて集計

自転車同士で並走
する人が少なくなり
ました。

とても走りにく
くなった

4%

走りにくく
なった
11%

とても走りや
すくなった

18%

走りやすく
なった
34%

変わらない
33%

N=135

※無記入2票は除いて集計

⇒約５割が“走りやすくなった”と回答

歩行者を気にせず
走れるようになって、
楽になりました。

Ｑ．走りやすくなったと感じますか？

歩道空間の拡大による歩道空間の拡大による自転車一方通行規制の効果を実感自転車一方通行規制の効果を実感する声する声！！

歩行者と自転車の利用レーン
が区別されたので、“危険”だ
と思うことが少なくなりました。


